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ステップ5　受動態の文を訳すかんどころ

日英の発想の違いを確かめる

　受動態、つまり受け身の文章というのは、いろいろ厄介な問題をふくんでい

ます。少なくとも、英文が受け身で書いてあるから訳文も受け身で書けばいい、

という具合に単純に考えていたのでは、こなれた訳文づくりは望めません。

　それというのも、英語と日本語では必ずしもいつも同じ場面で受け身の言

い回しをするとは限らないからです。英語では受け身の表現がふつうなのに

日本語では能動態で言うほうが自然だとか、その逆の例もたくさんあります。

　そこで、それぞれどのようなときに受け身の表現をするのか、いわば発想の

違いを確かめることが大切です。そのうえで、受け身の形の英文をどのような

訳文に移し変えるのが自然かを順序立てて理解し、身につける必要があります。

　今回は、そのかんどころをさぐるステップです。　

見 本

翻訳する上で必要な

文法をテーマに、
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